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　 　　 　　 　　 　　 1．目的

健 康 に 関す る多 くの 情報 が提供され て い るに も

か か わ らず、圜民 健康 ・栄養 調査 の 結果に よ る と

食生活は 改善 され て い な い 。知識の み で 食生活 を

改善 させ るこ とは困難 で あ る。ま た 、食生活 を改

善す るた め に は 、自分 自身の 食事 に何が 不足 し何

が過剰 であ る の か を知 る こ とが 必 要で あ る 。 しか

し．実際の 栄養素摂取量 を把握す る こ とは 困難 で

ある。そ こで 、実際 に摂取 した 栄養素量 を知 らせ 、

どの 栄養素に 過 不足 があ る の か を認識 させ る こ と

に よ っ て 食生 活 を改 善 させ る こ とが で きるか ど う

かを検討 した。

　　　　　　　　　 ff．方法

実験 1
案験参加者　管理栄養士 養 成課程 に在籍す る 3 年

生 で 、主に食事作 りに か かわ っ て い る学生 8 名 （女

性 ）を対 象と した。
手続き　マ ル チ ベ ース ライ ン デザイ ン を用い た 。

実験参加者に は 、食事 の 写真を携帯電話で撮影 し、

料理名 ・耕料 名 と共 に携帯電 話 か ら e−mail に よっ

て プ ロ グ ヘ ア ッ プ ロ
ー

ドし て もらっ た。調査 者は、

プ ロ グに記載 され た食事 日記 か ら各食材の 量 を推

定 し、栄養価計算 ソ フ ト 「栄養君 FFQgj を使用

して 栄養 素摂取 量を計算 し た 。 実験参加者 の 携帯

電話へ 栄養価 を 1 週間毎 に e
−
muil で 通知 し た 。 逓

知 した栄養素は エ ネ ル ギ
ー、た んぱ く質、脂 質 、

炭水化 物、カ ル シ ウム
、

マ グネシ ウム 、亜鉛、銅 、
ビ タ ミン Bl、ビ タ ミン B2、ビ タ ミ ン C、食物繊維、
コ レ ス テ ロ ー

ル 、飽和脂 肪酸 で あ っ た 。
実験 2

霙 験参加者　実験 1 で カ ル シ ウム 摂取量 が 目標量

よ りも低か っ た学生 5 名 を対象 と し た。

手続き　実験 1 と同様に実験参加者に食事 日記 を

つ け て もら い 、推定 の 栄養 素摂取量を計算 した ．

対象者にはカ ル シ ウム 摂取量の み を通知 し た 。

　　　　　　　 皿 ，結果と考察

　実験 1 で は、カ ル シ ウ ム の 摂取量が低い 学生 に

お い て 、介．入期 の カ ル シ ウ ム 摂取量が改善 され る

傾向にあ っ た t しか し 、 介 入 の 効 果 は 明 ら か で は

なか っ た n こ れ は 、通知 した栄 養素の種類が 多か

っ た ため 、 注意が 分散 し て しま っ た こ と が原因 と

考え られ る。 こ の ため、実験 2 で は カ ル シ ウム 摂

取量 が 不足 し て い る学住 を対 象 と し、カ ル シ ウ ム

摂取 量の み を通知 し た 。 実験 2 の 結果を Fig．1 に

示 し て い る、、 ］ ・2 ・3 番 の 学 生は、介人期 の カ

ル シ ウム摂取量が増加傾向 にあ っ た。 2 ・3 番に つ

い て は中央分割線を算 出 し、 2項検定を行 っ た が、

デ
ー

タ ポ イ ン ト数が少 な か っ たた め 、有意差は 見

らfrしなカ．1っ た （丿ワ＝．063；　m ．063 ）。

　 4 番 の 学生 の カル シ ウム 摂取 縫 に は ほ と ん ど変

化が 見 られ なか っ た。こ れ は、カ ル シ ウム 摂取 量
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Fig．1　Change　of 　caiciLgR 　intake
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